
2023年9⽉9⽇（⼟）
���材戦略フォーラム
開��告＆�⼒発�メモ



��・⽬的

��の若⼿�材�保に�り�むFACE to FUKUSHIが開�する、
これからの「���材」についての�をする���材戦略フォーラム。

6年ぶりの開�となる�回のテーマは若者に向けた「��の�⼒発�」。
�に、��の未来を担う若者に向けて、��の�⼒発�には何が�められているのか。どう在るべきなのか。

��な��をおこなっているゲストを招いて、

・「イマドキの若者」について理�を�める

・在�中の�⽣に向けた��の�びに�するアプローチについて�える

・��採⽤における�⼒発�について�える

・��の��業界の�⼒発�において�められること・在り�

等について、��者のみなさまと�める��とする。

開�⽇時 2023年9⽉9⽇（⼟） 12:00開�

開�場�
東�⼤�⼯��11��1�

HASEKO-KUMA HALL

���� 100�

��� 2,000円（�流���の場�は+4,000円） ※�⽣��あり

01_開���



02_プログラム

オープニング

「イマドキ」の若者の��度を上げる

�、若者にどのような��が�きているのか�

Z�代とも呼ばれる若者に�きている��や価��を、「先⽣、どうか�の前でほめないで下さい」の著者を招
いて伺います。

プログラム①

⼤�⽣への��の��的思�・��的�びのアプローチを�える

⼤�⽣の��カリキュラムは「���得」を重んじているという�念があります。

���得はもちろん重�ですが、⼤���における��の��的思�をはぐくみ、��的な�びを軽�するもの

ではあってはならないと�えます、これらは⼤�がすべて担うものでもなく、現場にすべてを�すものでもな

い。

⼤���における⼤�と現場の協働による、�⾓的なアプローチについて、��事例を�えながら�論を�開し

ます。

プログラム②

��の��採⽤における�⼒発�について�える

��の�活も早期�・���している中で、��の未来を担う�材採⽤に向けて����の�事を招いて、採⽤

PRの中で⼤切にしていることや、�題�なども伺いながら��の�⼒発�について�えます。

プログラム③

これからの��の�材�保・�⼒発�の在り�について

��業界の�⼒発�に�り�む�々な立場のスピーカーと共に、��の��の�材�保・�⼒発�の在り�、こ

れから⼤切にしたいスタンスについて、�えます。

クロージング オープニングからプログラム③までの�り�り�び�括セッション



事�局

メモ

03_オープニング

「外したくない」「失敗したくない」という意識が強い
「現役で活躍している人」の話を聞きたい
人材育成では週２回くらい、軽く声をかける距離感
「学生」とまとめて小手先で意識を変えることは難しい

　　「たった一人」を捕まえるつもりで、
　　この「仕事の魅力」を語ることが重要

当日の様子



⼤�⽣への��の��的思�・��的�びのアプローチを�える

04_プログラム①

厚生労働省道念様：社会福祉士等の養成過程を取り巻く状況について
みねやま福祉会様：インターンシップを単発で終わらない工夫やリアルな現場
の魅力発信に力を入れ内定者の９割がインターン経験者となった。
みささぎ会山下様：実習の丁寧な受け入れ、振り返りやフィードバックに力を
入れることで新卒採用者の７割近くが実習経由である。
モデレーター大原：大学での養成の在り方の見直しや、大学教員と施設の密な
連携、ICT等の活用をした遠隔地での実習や接点づくりも今後必要。

事�局

メモ



05_プログラム②

福祉楽団：「何を」「いつ」「どう」伝えるかを細かく設計している。中
でもペルソナ設定は重要で、伝えたい相手に伝えたいことを絞り、貫く。
若竹大寿会：法人理念や想いを伝える採用に重点を置く。職員に浸透させ
るための取り組みに注力。現場経験を活かして介護職の魅力を伝えてい
く。
やまてグループ：「内定通知はプロポーズ」と見立てて、採用プロセスを
設計。採用規模を拡大していくうえで、新人教育を行うメンターの育成が
課題。
モデレーターの早稲田大学松原先生：松原ゼミでの魅力発信の取り組みで
動画制作等を行う

��の��採⽤における�⼒発�について�える

事�局

メモ



06_プログラム③
これからの��の�材�保・�⼒発�の在り�について

コメンテーターとして、厚生労働省 人材確保対策室室長の吉田昌司様を
お迎えした。
野澤様：東京大学「障害者のリアルに迫るゼミ」 での事例紹介。若者の
生きづらさと福祉はつながる部分もあり、福祉の役割と可能性がある。
山田様：福祉は若者にウケるはず。ケアの質と発信力は比例すると考えて
いる。広告にブランド戦略をもつことが大切。
森田様：人材定着と人材確保は密接に関係している。職場の良好な人間関
係を構築することで、定着力も採用力も高まっていく。

事�局

メモ



フォーラムの�⾜度について

07_アンケート回�

回答数は41件
大変満足+満足が97.4％
満足度の理由

登壇者のどなたもその立場に応じて、福祉の魅力発信につ
いてお話されていて、共通のテーマや将来への課題が浮き
彫りになった。
リアルな学生・先生・職員の声を聴くことができ、刺激あ
る具体的な取り組みを知ることができた。



⼀��団��FACE to FUKUSHI

〒530-0001 ⼤��⼤��北��⽥1-3-1 ⼤��前�⼀ビル4�106
TEL 06-4799-0108

�業時間 10:00-18:00（⼟⽇�⽇を�く）

FACE to FUKUSHIの�式チャンネル

��向け����フェア「FUKUSHI meets!」の��や、
フェアに��している�国の����のPRムービーなどが��できます。

コーポレートサイト�https://f2f.or.jp/

https://www.youtube.com/channel/UC-SaKB_s6TlCWyGvSTx3YrQ

